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■
み
ら
い
創
造
研
究
所
と
は

み
ら
い
創
造
研
究
所
は
、
昨
年
４

月
１
日
に
市
役
所
内
部
に
設
置
さ
れ

た
県
内
初
の
自
治
体
シ
ン
ク
タ
ン
ク

（
※
）で
す
。
将
来
に
お
い
て
も
持
続

可
能
で
魅
力
あ
る
行
政
運
営
を
す
る

た
め
に
、
中
長
期
的
視
点
に
よ
り
中

立
的
な
立
場
で
行
政
課
題
を
調
査
分

析
す
る
組
織
で
す
。

「『
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
活
の
豊

か
さ
と
と
も
に
幸
せ
を
実
感
で
き
る
』

た
め
の
政
策
提
言
を
行
う
こ
と
」を

研
究
所
の
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

※
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
関
す
る
調
査
研
究
、
政

策
提
言
を
す
る
機
関
。

◆
研
究
成
果
報
告
会

３
月

日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、

２４

市
民
や
自
治
体
関
係
者

人
の
聴
衆

１４２

を
前
に
、
第
１
回
研
究
成
果
報
告
会

を
開
催
。
３
人
の
研
究
員
が
１
年
間

取
り
組
ん
で
き
た
研
究
内
容
を
発
表

し
ま
し
た
。
質
疑
で
は
、
聴
衆
か
ら

多
く
の
発
言
が
あ
り
、
会
場
全
体
で

「
安
城
市
の
未
来
」を
考
え
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
今
後

の
研
究
所
に
期
待
す
る
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

◆
研
究
成
果
報
告

本
市
の
人
口
推
計
と
研
究
所
が
重

点
的
研
究
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

３
つ
の
研
究
を
、
次
ペ
ー
ジ
か
ら
紹

介
し
ま
す
。
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■問 ▼みらい創造研究所（緯〈７１〉２２９９）

と
も
に
減
少
が
続
く
。

煙
生
産
年
齢
人
口
は
、
２
０
２
５
年

（
図
表
示
な
し
）に
人
口
の
ピ
ー
ク

を
迎
え
、
そ
の
後
は
減
少
に
転
じ

る
。
人
口
割
合
は
減
少
が
続
く
。

煙
高
齢
者
人
口
は
、
人
口
・
人
口
割

合
と
も
に
増
加
が
続
い
て
お
り
２

０
１
０
年
時
点
で
は
、
す
で
に
人

口
割
合
が

％
を
超
え
て「
高
齢

１４

社
会
」に
入
っ
て
い
る
。
２
０
２

０
年
に
は

％
を
超
え「
超
高
齢

２１

社
会
」を
迎
え
る
。
本
市
に
お
い

て
最
も
大
き
な
層
を
な
す
第
２
次

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム（
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
）

世
代
が
高
齢
者
と
な
る
２
０
４
０

年
に
は
、
人
口
・
人
口
割
合
と
も

一
段
と
増
し
、
お
お
む
ね

人
に

１０

３
人
が
高
齢
者
と
な
る
。

・
年
少
人
口
革

歳
以
下

１４

・
生
産
年
齢
人
口
革

歳
以
上

１５

歳
以
下

６４
・
高
齢
者
人
口
革

歳
以
上

６５

■
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
変
化

煙
２
０
１
０
年
と
将
来
２
０
４
０
年

の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
比
較
す
る

と
、「
釣
鐘
型
」に
近
か
っ
た
形
が
、

「
つ
ぼ
型
」に
変
化
し
て
お
り
、
少

子
高
齢
化
が
進
展
し
た
将
来
を
明

確
に
示
し
て
い
る
。（
下
図
グ
ラ
フ

参
照
）

平
成

年
３
月
に
国
立
社
会
保
障・

２５

人
口
問
題
研
究
所
が
公
表
し
た
デ
ー

タ
を
参
考
に
、
２
０
１
０
年
を
基
準

と
し
て
２
０
４
０
年
ま
で
の
本
市
の

将
来
人
口
の
推
計
を
し
ま
し
た
。

■
将
来
人
口
の
推
移

煙
本
市
は
全
国
的
に
も
ま
れ
な
人
口

増
が
続
い
て
い
る
自
治
体
で
あ
る

が
、
２
０
３
０
年
に
は
ピ
ー
ク

（

万
１
０
４
９
人
）を
迎
え
、
そ

１９の
後
は
減
少
に
転
じ
る
。

煙
年
少
人
口
は
、
人
口
・
人
口
割
合

▼

本
市
の
人
口
推
計
図

釣鐘型つぼ型

■特徴と課題
全国と比較して本市の場合、第 1次ベビーブーム（団塊）世代よりも第２次ベビーブーム（団塊ジュニア）

世代が大きな層をなしています。国は、団塊の世代が７５歳以上になる２０２５年を社会保障制度などの面から
課題としていますが、本市では、団塊ジュニア世代が高齢者となる２０４０年、さらに７５歳以上となる２０５０年
の方が大きな影響があるといえます。
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①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
盤
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
研
究

専
門
研
究
員（
公
募
）
立
石
祥し

ょ
う

子こ

安
城
市
が「
環
境
首
都
」と
い
う
都

市
像
を
掲
げ
て
か
ら

年
が
経
ち
ま

１０

し
た
。
こ
の
間
、
安
城
市
は
環
境
首

都
と
し
て
都
市
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

各
課
へ
の
聴
き
取
り
や
各
種
計
画
を

分
析
す
る
と
、
問
題
が
分
か
り
ま
し

た
。ま

ず
、
安
城
で
は
農
地
を
緑
と
み

な
し
、
ま
ち
の
中
心
部
の
緑
地
帯
へ

言
及
す
る
計
画
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
駅
前
へ
の
集
住
促
進
と
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
補
助
事
業
に
終
始
し
て
い

る
現
実
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
環

境
首
都
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
は
無
関
係

に「
新
美
南
吉
の
ま
ち
づ
く
り
」が
中

心
市
街
地
の
景
観
に
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。（
各
計
画
の
位
置
づ
け
は
左

上
図
参
照
）

こ
う
し
た「
ち
ぐ
は
ぐ
さ
」は
、
さ

ま
ざ
ま
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
の
部
分
的

な
つ
ま
み
食
い
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
研
究
で
は
立
体
的
で

連
続
的
な
ま
ち
の
再
編
を
目
指
し
て
、

中
心
部
で
の
豊
富
な
緑
の
形
成
、
自

動
車
と
公
共
交
通
の
接
続
、
さ
ら
に

多
様
な
担
い
手
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

重
視
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

安
城
市
が
自
律
的
か
つ
持
続
的
に
生

活
の
質
の
高
い
都
市
像
へ
と
近
づ
い

て
い
く
た
め
に
は
、
独
自
の
地
理
的

条
件
を
活
か
し
、
人
び
と
の
中
か
ら

生
ま
れ
る
地
域
情
緒
を
大
切
に
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②「
歩
く
こ
と
」を
基
盤
に
し
た
健
康

政
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究

担
当
研
究
員

神
谷
晃
司

こ
う
じ

「
健
康
で
あ
る
こ
と
」は
、
幸
せ
で

豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
の
重
要
な

要
素
で
す
。
今
後
、
支
え
ら
れ
る
世

代
が
支
え
る
側
へ
移
る
こ
と
で
現
役

世
代
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、「
健
康
で
あ
る
こ
と
」と

「
幸
福
感
」と
の
関
連
性
が
研
究
や
調

査
な
ど
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
も
多
く
の
健
康
政
策
が
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も

特
に「
歩
く
こ
と
」は
、「
医
学
的
な
効

用
」「
市
民
生
活
の
実
情
」「
本
市
の
特

性
」の
3
つ
の
視
点
か
ら
、
健
康
政

策
の
柱
と
し
て
、
重
点
的
に
進
め
る

べ
き
で
す
。

一
方
で
、「
歩
く
こ
と
」に
関
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
の
取
り
組
み

が
、
市
民
の
行
動
変
容
と
い
う
結
果

に
結
び
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

ら
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
の
取
り
組
み

は
個
人
を
対
象
に
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ

を
中
心
に
実
施
し
て
お
り
、
確
か
に

意
識
の
高
い
人
へ
の
効
果
は
あ
り
ま

し
た
が
、「
忙
し
い
」「
興
味
が
湧
か
な

い
」な
ど
に
よ
り
行
動
に
移
せ
な
い

人
に
は
効
果
が
低
か
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
、
従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に

加
え
、
個
人
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

（
家
族
・
職
場
・
地
域
な
ど
）を
健
康

増
進
に
適
し
た
も
の
に
行
政
が
改
善

し
て
い
く
こ
と
で
、
行
動
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
個
人
を
取
り
巻

く
社
会
環
境
を
網
羅
す
る
全
て
の
部

門
で
、「
市
民
に
歩
い
て
も
ら
う
」と

い
う
目
的
と
具
体
的
な
目
標
を
共
有

し
、
役
割
と
責
任
を
明
確
化
し
た
上

で
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
に「
歩
く
」と
い

う
視
点
を
取
り
入
れ
て
政
策
展
開
を

し
て
い
き
、
全
て
の
部
門
が
当
事
者

意
識
を
持
っ
て
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
提
言
し
ま
す
。

③
安
城
市
に
お
け
る
少
子
化
の
課
題

と
対
策
に
関
す
る
研
究

担
当
研
究
員

伴
野
裕
樹

ゆ
う
き

本
研
究
で
は
、
本
市
が
全
国
と
比

べ
て
高
い
出
生
率（
※
）を
維
持
で
き

て
い
る
特
徴
と
少
子
化
の
進
行
に
影

響
を
与
え
る
課
題
に
つ
い
て
分
析
を

し
ま
し
た
。

ここれからのアプローチのイメーこれからのアプローチのイメージジ

従
来
の（
個
人
へ
の
）ア
プ
ロ
ー
チ

社
会
環
境
を
通
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
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幸
せ
を
実
感
で
き
る
た
め
の
構
成

要
素
と
し
て
健
康（
K
E
N
K
O
）、

環
境（
K
A
N
K
Y
O
）、経
済（
K
E

I
Z
A
I
）、き
ず
な（
K
I
Z
U
N

A
）、こ
ど
も（
K
O
D
O
M
O
）の
５

つ
の
K（
５
K
）が
市
民
生
活
に
バ
ラ

ン
ス
よ
く
満
た
さ
れ
る
こ
と
と
し
、

目
指
す
べ
き
ま
ち
の
姿
を「
市
民
一

人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま

ち
」と
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
策
定

の
留
意
点
と
し
て
、
す
で
に
複
雑
化

し
て
い
る
行
政
課
題
の
対
応
の
た
め

に
は
分
野
横
断
的
な
枠
組
み
の
視
点

が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
人
口

推
計
の
長
期
見
通
し
を
踏
ま
え
る
こ

と
な
ど
を
挙
げ
ま
し
た
。

◎
詳
し
く
は

研
究
の
本
編
お
よ
び
研
究
所

の
活
動
は
、
平
成

年
度
安
城

２６

市
み
ら
い
創
造
研
究
所
活
動
報

告
書「
み
ら
い
創
造
」に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
に

て
閲
覧
で
き
ま
す
。

■問
▼
み
ら
い
創
造
研
究
所

（
緯〈

〉２
２
９
９
）

７１

結
婚
・
出
産
後
も
働
き
続
け
ら
れ
る

雇
用
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
。

④
祖
父
母
な
ど
か
ら
子
育
て
の
サ
ポ

ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
家

族
へ
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

男
性
の
働
き
方
と
育
児
へ
の
関
わ
り

に
対
す
る
意
識
の
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
。

⑤

歳
代
を
中
心
に
男
女
の
人
口
バ

２０
ラ
ン
ス
が
大
き
く
崩
れ
て
お
り
、
男

性
を
中
心
に
未
婚
率
が
上
昇
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

※
図
１
～
４
は
、総
務
省「
国
勢
調
査
」

２
０
１
０
年
を
基
に
作
成
。

こ
う
し
た
特
徴
と
課
題
を
踏
ま
え

て
安
城
市
が
重
点
的
に
取
り
組
む
べ

き
政
策
の
方
向
性
と
し
て「
多
様
な

産
業
の
創
出
・
誘
導
」「
女
性
が
働
き

続
け
ら
れ
る
雇
用
環
境
の
醸
成
」「
多

様
な
家
庭
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援

の
充
実
」の
三
つ
を
提
案
し
ま
し
た
。

③
祖
父
母
な
ど
か
ら
子
育
て
の
サ
ポ

ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
家
族
が
多
い
。

行
政
の
子
育
て
支
援
の
経
済
的
支
援

や
子
育
て
支
援
施
設
が
充
実
し
て
い
る
。

④
就
職
時
期
に
あ
た
る
男
性
の
社
会

増（
※
）が
他
の
年
齢
と
比
べ
て
非
常

に
多
い
。
女
性
は
男
性
ほ
ど
顕
著
で

な
い
も
の
の
、
同
様
の
年
齢
層
の
社

会
増
が
多
い
。
ま
た
、
結
婚
を
機
会

と
し
た
転
入
と
見
ら
れ
る
年
齢
層
の

社
会
増
が
他
の
年
齢
と
比
べ
て
多
い
。

※
社
会
増
と
は
、
転
入
数
が
転
出
数

を
上
回
る
こ
と
。

◆
課
題

①
自
動
車
産
業
に
支
え
ら
れ
た
安
定

し
た
雇
用
環
境
が
あ
る
反
面
、
自
動

車
産
業
に
偏
っ
た
産
業
構
造
と
い
う

弱
さ
も
合
わ
せ
持
つ
。

②
雇
用
者
に
占
め
る
女
性
比
率
が
全

国
や
県
と
比
べ
て
低
く（
図
３
）、女

性
が
希
望
す
る
雇
用
機
会
の
創
出
が

必
要
で
あ
る
。

③
結
婚
や
出
産
期
に
あ
た
る
女
性
の

就
業
率
が
全
国
を
下
回
り（
図
４
）、

※
平
成

年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、

２４

安
城
市
１
・

、
全
国
１
・

。

７４

４１

（
出
典
：
安
城
市
は「
第
２
次
健
康

日
本

安
城
計
画
」、全
国
は
厚
生

２１

労
働
省「
人
口
動
態
統
計
」）

◆
本
市
の
特
徴

①
全
国
と
比
べ
て
未
婚
率
が
低
い
。

（
特
に
女
性
）（
図
１
・
２
）

②
完
全
失
業
率
が
全
国
の
自
治
体
の

中
で
も
低
い
。

図４：全国と安城市の女性の就業率

図３：全産業の雇用者に占める女性比率

図図図１１：：全国と安全国と安城城市の未婚市の未婚率率（男（男性）性）図図図２２：：全国と安全国と安城城市の未婚市の未婚率率（女性（女性））


